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I　問題と目的
1．小中学校における特別支援教育の現状
　小学校学習指導要領解説総則編（文部科学省，
2017）では，我が国においては，「障害者の権利

に関する条約」の理念の実現に向けて，障害のあ
る児童生徒の就学先決定の仕組みの改正などもふ
まえ，通常の学級にも障害のある児童生徒のみな
らず，教育上特別の支援を必要とする児童が在籍
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　本実践は，国際パラリンピック委員会公認教材「I’mPOSSIBLE」を中心教材として，小・中学校でパラ
スポーツ体験やパラリンピアンとの交流体験と連動させて授業を展開することにより，児童生徒の心のバリ
アフリーを推進する取組である。そのために，体験するパラスポーツとして，ゴールボールやボッチャを選
定した。また，パラリンピアンとして地元大学に通う瀬戸勇次郎氏に GT を依頼した。パラリンピックに関
する概念地図とテキストマイニングを用いて効果を検証した結果，児童生徒はパラスポーツ体験によりユニ
バーサルスポーツの特徴であるルールや場の工夫に気づき，パラリンピアンとの交流により，障害者スポー
ツの素晴らしさや当該障害者の生き方を肯定的にとらえることができた。実践を通して，座学による学びと
体験の連動は小中学生における障害理解を促し心のバリアフリーを推進することが明らかになった。
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している可能性があることを前提に，全ての教職
員が特別支援教育の目的や意義について十分に理
解することが不可欠であると述べられている。ま
た，障害のある児童などの指導に当たっては，学
級内において温かい人間関係づくりに努めなが
ら，「特別な支援の必要性」の理解を進め，互い
の特徴を認め合い，支え合う関係を築いていくこ
とが大切であるとも述べられている。
　インクルーシブ教育システムを学校現場で実
現していくためには，通常学級，通級による指
導，特別支援学級，特別支援学校という多様な学
びの場における教育の充実だけではなく，障害が
あっても障害がなくても共に学び共に育つ教育環
境を整備することが必要である。そして，その実
現のためには，交流及び共同学習の積極的推進と
共に，障害のない子供たちに対する心のバリアフ
リーの理解を進めることが大切な視点である。
2．心のバリアフリーの理解について
　2021 年は，東京 2020 オリンピック・パラリン
ピック競技大会が実施された年である。この大会
の開催に向け，東京を中心に社会のユニバーサル
デザイン化や心のバリアフリーの推進が課題と
なった。
　心のバリアフリー推進事業（文部科学省，
2015）では，学校における心のバリアフリーを推
進するにあたり，オリンピック・パラリンピック
東京大会の開催を契機として，障害のある子供と
障害のない子供が，一緒に障害者スポーツを行っ
たり，障害者アスリート等の体験談を聞いたりす
るなどの障害者スポーツを通した交流及び共同学
習を実施することが示されている。また，障害者
スポーツの楽しさを共に味わい，障害のある人の
社会参加や障害に対する理解を深めるような取組
を推進することを強く求めている。さらに，この
ことを通して，子供たちの社会性や豊かな人間性
を育み，多様性を尊重する共生社会の実現を目指
すことも併せて明記されている。
　このように，障害者スポーツの体験や障害者ア
スリートとの交流を学校教育で適切に実施するこ
とは，児童生徒の障害理解を促すことにつなが
り，ひいては，共生社会の担い手としての自覚を
高めることにつながる。

Ⅱ　実践のねらいと構想
1．使用教材「I’mPOSSIBLE」について
　「I’mPOSSIBLE」（アイムポッシブル）とは，国
際パラリンピック委員会が公認した教材である。
パラリンピックを題材とし，子ども達に共生社

会への気づきを促す教材として，アギトス財団
が開発した。教材の名称である「I’mPOSSIBLE」
には，不可能（Impossible）だと思えたことも，
ちょっと考えて工夫さえすればできるようにな
る（I’m possible）という，パラリンピックの選
手たちが体現するメッセージが込められている。

「I’mPOSSIBLE」日本版教材パッケージは，国際版
教材の内容をもとに，日本財団パラリンピックサ
ポートセンターと日本パラリンピック委員会が公
益財団法人ベネッセこども基金と共同で開発し，
全国の小・中・高・特別支援学校等に 1 セットず
つ配布された。
　「I’mPOSSIBLE」教材には，小学生版と中学
生・高校生版の 2 タイプがある。いずれも全 15
授業分のユニットで構成されている。各ユニット
は全て独立しており，どれかひとつだけでも，複
数を組み合わせても利用することができる。教材
には，①パラリンピックの価値，②パラリンピッ
クスポーツ，③東京 2020 スペシャルの内容が盛
り込まれている。①パラリンピックの価値では，
座学による学習が中心であり，②パラリンピック
スポーツは実技，すなわち体験が中心である。③
東京 2020 スペシャルは，小学生版，中学生・高
校生版ともに同じ内容である。全てのユニットに
は，教師用指導案，教師用授業ガイド，児童用
ワークシート，授業用シートが含まれている。そ
のため，授業実施に当たっては，教師は特別な準
備を必要としない。必要な情報なども用意されて
いる。ただし，実際の授業を実施するにあたって
は，小・中学校の教育課程に合わせて，どの領域

（総合的な学習の時間，特別活動），どの教科（道
徳科，体育科等）の時間で行うのか検討し，計画
的な実施が望まれる。
2．実践のねらい
　本実践では，児童生徒が，教材「I’mPOSSIBLE」
やパラスポーツ体験を通して，障害があっても安
心して生活できる共生社会を実現させるための工
夫や考え方を主体的に学ぶことを目的とした。
　また，そのために，①パラリンピックを題材と
して，不可能（Impossible）を可能（I’m possible）
に変える考え方を学ぶこと。②パラスポーツの場
の構成や用具，競技ルールに見られる工夫や考え
方を話し合わせることによって，ユニバーサルス
ポーツの価値をとらえること。③障害があっても
目標をもち強く生き抜くことの大切さについて考
え，障害についての共感的な理解を深めること。
④障害があっても生き生きと暮らす共生社会の実
現を目指し，身近な生活（学校や地域）でできる
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ことを考え実践することの 4 点を具体的な目標と
した。
3．実践の構想
1）実践校
　Ｍ市立Ａ小学校，Ｍ市立Ｂ中学校の 2 校を実践
校とした。Ａ小学校では第 4 学年 1 学級を対象に
実践を行った。Ｂ中学校では第 2 学年 4 学級を対
象に実践を行った。
2）実践の実施体制
　「I’mPOSSIBLE」を用いて授業実践を行ったの
は，各実践校に在籍しながら福岡教育大学教職大
学院で学ぶ 2 名の教諭であった。授業補助及び記
録として教職大学院教育実践力開発コースで学
ぶ 2 名の大学院生とスクールリーダーシップ開発
コースで学ぶ教諭 1 名が参加した。授業の計画，
実施，振り返りについて教職実践専攻を担当する
大学教員 3 名が指導に当たった。
3）実践の内容
　本実践では，①学校配布教材「I’mPOSSIBLE」
を活用した障害理解に関する座学を実施するこ
と。②児童生徒がパラスポーツを体験すること。
③障害者との交流会を実施すること。④児童生徒
主催で障害理解にかかる取組を企画実践させるこ
との 4 点を共通内容とした。
　また，体験させるパラスポーツは「ゴールボー
ル」と「ボッチャ」から選択した。「ゴールボー
ル」には，視覚障害模擬体験を可能とすると共
に，様々な競技方法を工夫できるという良さがあ
り，「ボッチャ」には，障害の有無，年齢，性別
等の違いに左右されることなく，場の設定や用
具・ルールの工夫により，誰とでも平等に競技を
楽しむことができるという良さがある。
　さらに，交流する障害者としてパラリンピアン
の瀬戸勇次郎さんを選定した。瀬戸選手は，東京
2020 パラリンピックの柔道男子 66㎏級日本代表
であり銅メダリストでもある。また，福岡教育大
学で特別支援学校の教員を目指して学業とスポー
ツを両立されている。さらに，地元М市在住でも
あり児童生徒に夢と希望をもたせる身近な人材と
して適材であった。
4．実践効果の検証方法
1．概念地図
　概念地図とは，概念と概念とを命題で関係づけ
て図式化し，知識の様子を目に見える形で表現し
たものである（Novak & Gowin, 1984）。
　 児 童 生 徒 の 概 念 の 変 化 を 見 る た め に

「I’mPOSSIBLE」による実践前と実践後に「パラ
リンピック」に関する概念地図を作成した。Ａ小

学校の対象学年 4 学年の児童（22 から 25 名）に，
Ｂ中学校の対象学年 2 年生の生徒 144 名に概念地
図を作成してもらった。
1）実施方法
　地図の中心に「パラリンピック」を置き，そこ
から連想する単語を自由に書き出してもらった。
作成時間はいずれの実践校でも実践前・実践後と
もに 3 分間とした。
2）分析方法

（1）単語数等の分析
　児童生徒個々が作成した概念地図について，①
地図に書かれた単語の数をカウントした。②一つ
の単語から出された単語数（：リンク数）をカウ
ントし，リンク数の合計（：のべリンク数）を求
めた。③②を①で除して一単語あたりのべリンク
数を求めた。④①から③について，Ａ小学校とＢ
中学校における平均と標準偏差を求めた。

（2）実践前後の変化の分析
　（1）で分析した概念地図の単語数等について，
実践前と実践後の変化を比較した。
　実践前と実践後の両方において概念地図がある
児童生徒を抽出し，対応のある t 検定を実施して，
統計的に明らかな変化が生じたかを分析した。
　Ａ小学校では 22 名の児童，Ｂ中学校では 135
名が対応のある t 検定の対象となった。
2．テキストマイニング
　概念地図に書かれた単語についてテキストマイ
ニングによる分析を行った。テキストマイニング
とは，テキストデータを計算機で定量的に解析
して有用な情報を抽出するための様々な方法の
総体であり，自然言語処理，統計解析，データ
マイニングなどの基盤技術の上に成り立ってい
る（松村，三浦，2014）。使用した処理ソフトは
UserLocal 社提供の AI テキストマイニングを使
用した。実践校ごとに，実践前の概念地図に書か
れた単語，実践後の概念地図に書かれた単語につ
いてテキストマイニングを実施し，その結果を図
示した。その図の視認により各実践校における実
践前と実践後の結果を比較した。

Ⅲ　Ａ小学校における実践
1．実践の概要
　第 4 学年の総合的な学習の時間を中核に，「福
祉教育」の視点で教科・領域の枠を超えて実践し
た。
　まず，「I’mPOSSIBLE」教材を基にした座学を
総合的な学習の時間（以下，総合）で実施した。
次に，体育科のボール型ゲームの時間に「ゴール
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ボール」と「ボッチャ」を体験した。そして，第
4・5・6 学年合同で，パラリンピアンである瀬戸
勇次郎選手との交流を，道徳科で実施した。さら
に，これまでの学習を国語科の「感動を言葉に」
の時間で作文にまとめ，代表児童が全校放送を通
して発表した。最後に，この作文を書いていく中
で，「全校のみんなに誰もが楽しめるボッチャを
広めたい」という思いを持った 4 年生は，学級活
動でボッチャ大会に向けての計画や役割分担を話
し合い，企画・運営をすべて 4 年生が行った「全
校ボッチャ大会」を昼休みに開催した。
2．I’mPOSSIBLE 教材『パラリンピックってな
あに？』に基づく実践（第 1 次）
　まず展開前段では，2020 東京大会のダイジェ
スト映像を見て感想を発表させた。次に展開後段
では，授業用シートを提示しながらクイズ大会を
実施した。最後に終末では，「パラリンピックや
パラスポーツについて，学びを広げよう。」とい
う単元の学習課題をとらえさせ，パラスポーツに
挑戦する意欲を高めさせた。
　第 1 次における児童の様子は次の通りである。
　導入段階から，児童にはパラリンピックについ
て学習するという目的意識があり，事前に「パラ
リンピックについて調べてきました！」という意
欲が高い児童もいた。しかし，導入段階で概念地
図を書いた際には，中心の「パラリンピック」か
ら，関連するキーワードが思いつかずに鉛筆が止
まっている児童もいた。単純に「パラリンピック
は障害のある人のスポーツ」というイメージを多
くの児童がもっていた。
　展開前段の 2020 東京大会ダイジェスト映像視
聴後の感想では，「メダルを獲得してすごい。」

「体が不自由な人でもこんなにできるんだ。」と
いったポジティブな考えを持った児童が多くい
た。また，「オリンピックとパラリンピックは全
然違うものだと思っていたけど，体の不自由なと
ころはあるけれど，頑張りたいという気持ちや勝
ちたいという気持ちなどはオリンピック選手と同
じだと思った。」「いろいろな人が苦労をしてきた
けれど，あきらめない心が伝わってきた。」とい
う大会に至るまでの選手の努力や意思の強さをと
らえた児童もいた。
　展開後段のパラリンピックに関するクイズ大会
では，手元のタブレットを活用して，資料をよく
見ながら想像を膨らませて，意欲的に回答を考え
ていた。児童の中には，資料を見て，「同じ手足
に不自由がある人たちでもスタート時の工夫が違
います。」と述べるなどクイズの回答以外にも気

づきや知っている知識を交流することができた。
そして，次時の体育の学習からパラスポーツであ
る「ゴールボール」に挑戦することを知った子ど
もたちは，「やってみたいです。」「どんな準備を
したらいいですか？」など体験に対して意欲的な
声を上げていた。
3．I’mPOSSIBLE 教材『「ゴールボール」をやっ
てみよう』に基づく実践（第 2 次）（体育科）
1）第 2 次第 1 時の実践
　第 1 時では，「ゴールボール型ゲームのルール
や工夫をお家の人に説明できるようになろう。」
というめあてのもと学習を設定した。
　まず導入段階では，ゴールボール用の鈴入り
ボールを提示し，ボールを振り鈴の音を聞かせ，
目の不自由な人でも楽しめるスポーツであるとい
うことや，アイマスクをして学習をする際の注
意事項の確認をした。次に展開段階では，2 つの
ゴールボール型ゲームを実施した。展開前段で
は，ゴールゾーンの広さや距離によって得点が
1，2，3 点と異なるゴールにアイマスクをした選
手がボールを転がす「ゲーム①：転がしボール」
を実施した。展開後段では，ゴールの前にアイマ
スクをしたキーパーが 1 人立ち，開眼した選手の
ボールをキーパーがキャッチすることができたら
得点となる「ゲーム②：ボールガード」を実施し
た。最後に終末段階では，めあての振り返りと注
意事項の振り返りを行った。
　第 1 時における児童の様子は以下のとおりであ
る。
　まずウオーミングアップ時に，円になり開眼
のままボールを転がしてパス回しをした際には，
ボールのスピードも速くおしゃべりをしながら楽
しくできていた。しかし，全員アイマスクをした
状態でパス回しを始めると，初めはボールが近づ
いてきてもすぐに手を伸ばせずに掴みそびれる子
が多かった。しかし，次第に，全体が静まり返り
ボールが転がる際の鈴の音をしっかりと聞くこと
ができるようになった。その後，何とかパス回し
ができるようになったが，「誰がどこにいるかわ
からない。」「難しい」と言う感想が多く述べられ
た。
　「ゲーム①：転がしボール」では，開眼した状
態でゴールゾーンを把握できるため，アイマスク
をした状態であっても多くの子が 3 点ゾーンを
狙って転がすことができた。しかし，音を頼りに
する必要のないゲームであったため，ボールを投
げ終わって待っている子たちが無意識にボールを
床について音を出してしまったり，全く足音を気
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にすることなく歩いてしまったりしていた。
　「ゲーム②：ボールガード」の練習では，投球
者が開眼なこともあり，ゴールをガードしている
子どもたちは恐る恐るボールを止めていた。しか
し，試合になると，少しずつ姿勢を低くしたり，
手足をゴールいっぱいに広げたりと工夫をしなが
らガードするように変化していった。ゲーム②は
転がるボールの音を頼りに捕球することで得点で
きるため，試合を重ねることにより，児童は必然
的にボールが転がる音に集中するようになり，誰
もが不必要な音や声を出さないよう配慮できるよ
うになった。
　また，学級には，体を動かすことや初めてする
ことに苦手意識のある情緒障害特別支援学級在籍
のＡ児も交流学習で授業に参加していたが，チー
ムの一員としてボールを投げたり，アイマスクを
着用してボールを上手に止めたりすることができ
た。不安を減らすための練習時間があったことや
Ａ児の特性を理解した児童がペアであったことに
より，最後まで学習に参加することができた。
　学習後の感想では，「動画でパラリンピックの
選手を見ていると簡単そうに見えたが，実際に音
だけで体を動かすことはとても難しく，目の不自
由な人はとても苦労していることがわかった。」

「アイマスクをしているときに，友達が優しく
ボールを返してくれたことが嬉しかった。」「3 年
生の時のアイマスク体験は怖い気持ちだけだった
けど，今回はアイマスクをしていたけれどスポー
ツができたので楽しかった。」などと述べていた。
2）第 2 次第 2 時の実践
　第 2 時は，「前回とは別のゴールボール型ゲー
ムのルールや工夫をお家の人に説明できるように
なろう。」というめあてのもと学習を設定した。
　まず導入段階では，前時に体験した「ゲーム
①：転がしボール」「ゲーム②：ボールガード」
の振り返りを基に，より安全に楽しくするにはど
のようなルールの工夫をすれば良いか話し合わせ
た。次に展開段階では，「転がしボール」の得点
ゾーンで味方チームが異なる楽器を鳴らし，ゾー
ンがどこにあるのかわかるような工夫をしてゲー
ムを行った。最後に終末段階では，ゲームをして
気づいたことの交流を行った。
　第 2 時における児童の様子は以下のとおりであ
る。前時の振り返りでは，ゲーム①で「試合中
は，音や声を出しません。というところが守れな
かったです。」と無意識に音を出してしまったこ
とを振り返った。また別の児童が「ゴールの場所
がよくわからなかった。」という意見も述べた。

そこで，ゲーム①の改善点として，「それぞれの
得点ゾーンの場所がわかるように，手をたたいた
り楽器を鳴らしたりするといいと思います。」と
いう意見を採用した。さらに，3 点のゾーンでは
ウッドブロックを，2 点のゾーンではカスタネッ
トを，同様に 1 点のゾーンでは鈴をならし，ゾー
ンの場所を音で伝えるという工夫を取り入れて，

「【改良版】ゲーム①：転がしボール」を実施し
た。すると，ゴールの場所を音で確認したため，
投球者だけでなく周りにいる子どもたちも音に注
意しながら静かに待つことができた。学習後の感
想では，「楽器の音があれば安心して取り組むこ
とができた。」「アイマスクをしている人に音が聞
こえるように静かにすることが大切だ。」といっ
たことを述べていた。
3）第 2 次第 3 時の実践
　第 3 時は，さらに安全に楽しくゲームするには
どのようなルールの工夫をすればよいか話し合わ
せた。そして，「転がしボール」と「ボールガー
ド」を組み合わせた「ゴールボール型ゲーム」に
内容を発展させ実施した。
　第 3 時における児童の様子は以下のとおりであ
る。「ゴールボール型ゲーム」とは，アイマスク
をした投球者とアイマスクをした捕球者，開眼し
たアシスタントが一つのチームとなり，投球した
ボールを幾つ捕球できるかで競うゲームにした。
ゲーム場面では，まず，アシスタントが「何点を
狙いますか」と投球者に尋ね，投球者は「3 点を
ねらいます！」などねらいたい場所を宣言した。
次に，その得点ゾーンに立っているアシスタント
が楽器の音を鳴らした。その音を頼りにアイマス
クをした投球者と捕球者はゾーンに近づき，投球
者が転がしたボールを捕球者が音を頼りに見事
キャッチすることができれば，ボーナス点が 5 点
入り，仮に捕球者がキャッチできなくても狙った
ゾーンに入ればそのゾーンの得点が獲得できると
いうルールにして実施した（写真 1）。
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 第２時における児童の様子は以下のとおりである。
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と無意識に音を出してしまったことを振り返った。

また別の児童が「ゴールの場所がよくわからなかっ

た。」という意見も述べた。そこで，ゲーム①の改善

点として，「それぞれの得点ゾーンの場所がわかるよ

うに，手をたたいたり楽器を鳴らしたりするといい

と思います。」という意見を採用した。さらに，３点

のゾーンではウッドブロックを，２点のゾーンでは

カスタネットを，同様に１点のゾーンでは鈴をなら
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た。すると，ゴールの場所を音で確認したため，投球

者だけでなく周りにいる子どもたちも音に注意しな

がら静かに待つことができた。学習後の感想では，

「楽器の音があれば安心して取り組むことができ

た。」「アイマスクをしている人に音が聞こえるよう

に静かにすることが大切だ。」といったことを述べて

いた。 

3) 第２次第３時の実践 

第３時は，さらに安全に楽しくゲームするにはど

のようなルールの工夫をすればよいか話し合わせた。

そして，「転がしボール」と「ボールガード」を組み

合わせた「ゴールボール型ゲーム」に内容を発展させ

実施した。 

第３時における児童の様子は以下のとおりである。

「ゴールボール型ゲーム」とは，アイマスクをした投

球者とアイマスクをした捕球者，開眼したアシスタ

ントが一つのチームとなり，投球したボールを幾つ

捕球できるかで競うゲームにした。ゲーム場面では，

まず，アシスタントが「何点を狙いますか」と投球者

に尋ね，投球者は「３点をねらいます！」などねらい
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頼りにアイマスクをした投球者と捕球者はゾーンに

近づき，投球者が転がしたボールを捕球者が音を頼

りに見事キャッチすることができれば，ボーナス点

が５点入り，仮に捕球者がキャッチできなくても狙

ったゾーンに入ればそのゾーンの得点が獲得できる

というルールにして実施した(写真１) 。 

ゲームをより安全に楽しくする工夫を話し合わせ

ると，「投げたい場所を宣言したら，投げる人と守る

人がそのゾーンの前に移動するまで，周りの人が楽

器を鳴らし続けたら，迷わずにいいと思います。」と

いう考えが出た。そのように工夫することにより，音

を聞き続けたまま移動することが可能になり，より

正確な場所に投げたり，その方向に転がってくるボ

ールを止めたりできるようになった。また，投球者，

守備，楽器担当，アシスタントを同じチームの中で役

割を分担したり，輪番で回したりしたことにより，全

ての役割を体験し，困難さや面白さ，大切にすべきこ

となどを色々な立場で考えることができた。 

感想では，「目の不自由な人は音を頼りに生きてい

るということがわかりました。」「ゴールボールは見

えない人と見える人とが，関係なく，みんな楽しく遊

べる遊びです。」「皆が目隠しをすれば同じ条件にな

るとわかりました。」「障害がある人を仲間外れにし

たくないと思いました。」などと述べていた（図１）。 

4. I'mPOSSIBLE 教材『「ボッチャ」をやってみよう』

に基づく実践（第３次）（体育科） 

1) 第３次第１時の実践 

第１時では，「役割を交代しながら，ボッチャのル

ールや工夫を見つけよう」というめあてのもとゲー

ムを行った。 

まず導入段階では，投球者が車いすに乗って的あ

てをしていくゲームを実施し，車いすの介助の仕方

の確認や選手とアシスタントの動き方を確認した。

次に展開段階では，ゲームを行った。 

第１時における児童の様子は以下のとおりである。

まず，「ボッチャとはどんな人のためのスポーツです

か？」と尋ねたところ，事前に動画でボッチャのルー

ルや試合を見ていたことから「足が不自由な人」「車

いすに乗っている人」とすぐに答えることができた。

次に，車いすに乗って座位で投球する際には，アシス

タントの車いす介助に少し時間がかかったが，一人

 

写真１ ゴールボール型ゲームの様子 

 
  

 
図１ ゴールボール型ゲームの感想 
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写真 1　ゴールボール型ゲームの様子
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　ゲームをより安全に楽しくする工夫を話し合わ
せると，「投げたい場所を宣言したら，投げる人
と守る人がそのゾーンの前に移動するまで，周り
の人が楽器を鳴らし続けたら，迷わずにいいと思
います。」という考えが出た。そのように工夫す
ることにより，音を聞き続けたまま移動すること
が可能になり，より正確な場所に投げたり，その
方向に転がってくるボールを止めたりできるよう
になった。また，投球者，守備，楽器担当，アシ
スタントを同じチームの中で役割を分担したり，
輪番で回したりしたことにより，全ての役割を体
験し，困難さや面白さ，大切にすべきことなどを
色々な立場で考えることができた。
　感想では，「目の不自由な人は音を頼りに生き
ているということがわかりました。」「ゴールボー
ルは見えない人と見える人とが，関係なく，みん
な楽しく遊べる遊びです。」「皆が目隠しをすれば
同じ条件になるとわかりました。」「障害がある人
を仲間外れにしたくないと思いました。」などと
述べていた（図 1）。
4．I’mPOSSIBLE 教材『「ボッチャ」をやってみ
よう』に基づく実践（第 3 次）（体育科）
1）第 3 次第 1 時の実践
　第 1 時では，「役割を交代しながら，ボッチャ
のルールや工夫を見つけよう」というめあてのも
とゲームを行った。
　まず導入段階では，投球者が車いすに乗って的
あてをしていくゲームを実施し，車いすの介助の
仕方の確認や選手とアシスタントの動き方を確認
した。次に展開段階では，ゲームを行った。
　第 1 時における児童の様子は以下のとおりで
ある。まず，「ボッチャとはどんな人のためのス
ポーツですか？」と尋ねたところ，事前に動画で
ボッチャのルールや試合を見ていたことから「足
が不自由な人」「車いすに乗っている人」とすぐ
に答えることができた。次に，車いすに乗って座
位で投球する際には，アシスタントの車いす介助

に少し時間がかかったが，一人ずつ投球すること
ができた。「もう少しこっちから投げたら？」「あ
のボールに当ててはじけばいいよ！」など自然に
チームで作戦を立てながら試合を楽しむことがで
きた。そして，ボッチャのルールの説明をした際
には，事前に動画で確認をしていたためしっかり
と理解することができた。この様に，ボッチャの
ルールや面白さを理解し，どんな工夫をすると良
いか考え，よりゲームを楽しみたいと思っている
子ども達の姿が見られた。さらに，車いすで投球
する際に「僕，自分で動かしたい！」という子
がいた。その言葉を聞いた他の子どもが「みん
な，できることは自分でしたいという思う。」と
サポートされる側の気持ちに寄り添うような発言
をしていた。試合が始まると，投げる人，アシス
タント，審判の役割を上手に交代しながら楽しむ
ことできていた。
2）第 3 次第 2 時の実践
　第 2 時は，「役割を交代しながら，ランプを使っ
たボッチャのルールや工夫を理解して，試合をし
てみよう。」というめあてのもと学習を設定した。
　まず導入段階では，車いすに乗った人の中には
手にも不自由さがある人がいることを伝え，その
ような人たちでもボッチャを楽しめるようにす
るにはどんな工夫があればよいかを話し合わせ
た。次に展開前段では，ボールを投げることが難
しい選手が使用するボール用滑り台のような「ラ
ンプ」について説明をした。そして，ランプを使
用する際にアシスタントがサポートしている写真
を提示し，選手の意思を尊重したサポートとはど
のようなことかを考えさせた。さらに展開後段で
は，実際に全員がランプを使用した形でボッチャ
の試合を実施した。その際には，投球者，アシス
タント等の役割を全ての児童に体験させるように
した。最後に終末段階では，ランプを使用した
ボッチャを体験してみての感想を交流した。
　第 2 時における児童の様子は以下のとおりであ
る。「手に不自由さがある人が，ボッチャを楽し
むためには，こんな道具があります。」と教師が
紹介すると，ランプを見た子どもたちは，「なん
か流しそうめんみたい！」と歓声を上げた。「ど
うやって使うのかな？」と教師から尋ねられる
と，何人もの子が挙手をした。知的障害特別支援
学級に在籍するＢ児が「ボールを流す！」と言っ
て，ボッチャセットからボールを 1 つ取り出し，

「こうやって転がす。」とランプの上からボールを
転がしてみせた。
　さらに，アシスタントとして大切なことは何か
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と思います。」という意見を採用した。さらに，３点

のゾーンではウッドブロックを，２点のゾーンでは

カスタネットを，同様に１点のゾーンでは鈴をなら
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た。」「アイマスクをしている人に音が聞こえるよう

に静かにすることが大切だ。」といったことを述べて

いた。 

3) 第２次第３時の実践 

第３時は，さらに安全に楽しくゲームするにはど

のようなルールの工夫をすればよいか話し合わせた。

そして，「転がしボール」と「ボールガード」を組み

合わせた「ゴールボール型ゲーム」に内容を発展させ

実施した。 

第３時における児童の様子は以下のとおりである。

「ゴールボール型ゲーム」とは，アイマスクをした投

球者とアイマスクをした捕球者，開眼したアシスタ

ントが一つのチームとなり，投球したボールを幾つ

捕球できるかで競うゲームにした。ゲーム場面では，

まず，アシスタントが「何点を狙いますか」と投球者

に尋ね，投球者は「３点をねらいます！」などねらい

たい場所を宣言した。次に，その得点ゾーンに立って

いるアシスタントが楽器の音を鳴らした。その音を

頼りにアイマスクをした投球者と捕球者はゾーンに

近づき，投球者が転がしたボールを捕球者が音を頼

りに見事キャッチすることができれば，ボーナス点

が５点入り，仮に捕球者がキャッチできなくても狙

ったゾーンに入ればそのゾーンの得点が獲得できる

というルールにして実施した(写真１) 。 

ゲームをより安全に楽しくする工夫を話し合わせ

ると，「投げたい場所を宣言したら，投げる人と守る

人がそのゾーンの前に移動するまで，周りの人が楽

器を鳴らし続けたら，迷わずにいいと思います。」と

いう考えが出た。そのように工夫することにより，音

を聞き続けたまま移動することが可能になり，より

正確な場所に投げたり，その方向に転がってくるボ

ールを止めたりできるようになった。また，投球者，

守備，楽器担当，アシスタントを同じチームの中で役

割を分担したり，輪番で回したりしたことにより，全

ての役割を体験し，困難さや面白さ，大切にすべきこ

となどを色々な立場で考えることができた。 

感想では，「目の不自由な人は音を頼りに生きてい

るということがわかりました。」「ゴールボールは見

えない人と見える人とが，関係なく，みんな楽しく遊

べる遊びです。」「皆が目隠しをすれば同じ条件にな

るとわかりました。」「障害がある人を仲間外れにし

たくないと思いました。」などと述べていた（図１）。 

4. I'mPOSSIBLE 教材『「ボッチャ」をやってみよう』

に基づく実践（第３次）（体育科） 

1) 第３次第１時の実践 

第１時では，「役割を交代しながら，ボッチャのル

ールや工夫を見つけよう」というめあてのもとゲー

ムを行った。 

まず導入段階では，投球者が車いすに乗って的あ

てをしていくゲームを実施し，車いすの介助の仕方

の確認や選手とアシスタントの動き方を確認した。

次に展開段階では，ゲームを行った。 

第１時における児童の様子は以下のとおりである。

まず，「ボッチャとはどんな人のためのスポーツです

か？」と尋ねたところ，事前に動画でボッチャのルー

ルや試合を見ていたことから「足が不自由な人」「車

いすに乗っている人」とすぐに答えることができた。

次に，車いすに乗って座位で投球する際には，アシス

タントの車いす介助に少し時間がかかったが，一人

 

写真１ ゴールボール型ゲームの様子 

 
  

 
図１ ゴールボール型ゲームの感想 
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図 1　ゴールボール型ゲームの感想



183パラスポーツ体験を中心活動に位置づけた心のバリアフリーの実践
─教材「I’mPOSSIBLE」の活用を通して─

について考えた際，提示された写真を見て，直後
は「選手と一緒に作戦を考えてランプを動かすサ
ポートをしているのではないか」と考えていた子
どもたちが多かった。しかし，教師から「アシス
タントはコートを見ていません。」と伝えられる
と一瞬驚いたが，「そうか！見てしまうと指示し
てしまうからか！」「選手の意思がなくなってし
まう！」と次々と選手をアシストする際の心得に
気づくことができた。そして，「選手を正しくア
シストして，ゲームをしよう！」という活動目標
を立てることができた。試合が始まると選手はラ
ンプの先が狙いたい場所に向くようにしっかりと
狙いを定め，アシスタントに「もうちょっと下げ
てください。」などと丁寧に言葉で伝えることが
できていた。また，アシスタントは選手の方を向
き，ボールがある方に背を向けてサポートするこ
とができていた（写真 2）。上手に狙った場所に
ボールが転がっていくと，「すごーい！」「いいね
～！」などと歓声を上げたり，拍手をしたり，ハ
イタッチをしたりするなど，みんなで喜ぶ様子が
見られた。
3）第 3 次第 3 時の実践
　第 3 時は，「いろいろな人になりきって想像し
ながらボッチャをしてみよう。」というめあての
もと学習を設定した。
　まず導入段階で，「ボッチャはどんな人でも楽
しめるのか？」という視点で児童に考えさせた。
次に展開段階では，児童が設定した条件「手が不
自由だけど歩ける人」「目が不自由な人」「幼児」

「高齢者」の 4 つの対象設定の中から自分がやっ
てみたい人を選び，その人になりきってボッチャ
を行った。最後に終末段階では，いろいろな人に
なりきってボッチャをしてみた感想を交流し，導
入と同様に「ボッチャはどんな人でも楽しめるの
か？」を考えさせた。

　第 3 時における児童の様子は以下のとおりであ
る。「ボッチャは車いすに乗っている人だけがで
きるスポーツだろうか？」と教師からの問いに，

「手に障害がある人でもできそう」と答える子が
いた。「車いすに乗っていなくても足が不自由な
人もいます。その人は 4 つの脚のついた杖を使っ
て歩いていました。」など，身近にいる車いす利
用者以外の障害のある方々についての話を広げた
子もいた。
　そして，自分がどんな人になりきってボッチャ
をやってみるか決めた後，ゲームを始めた。手が
不自由な人になりきった子は，足を使ってボール
を転がしていた。また，別の子は，その様子を見
ながら頭ではじいてボールを転がしていた。ま
た，腰が曲がった老人になりきった子は前かがみ
になりながら投球をしていた。目の不自由な人に
なりきった子が投球をする際には，周りにいた同
じチームの子が「どこに投げたいですか？」と投
球する子に尋ね，その子が言った場所を手で叩き
音を出すサポートを行っていた。すると，投球す
る子は，大幅にずれることなく狙った場所の近く
までボールを転がすことができた。
　学習後の振り返りでは，「ボッチャは工夫をし
たりサポートをしたりすると誰でも楽しめるス
ポーツ。」と答えた子が多かった。
5．I’mPOSSIBLE 教材『「パラスポーツ」につい
て学ぼう？』に基づく実践（第 4 次）（総合）
　この 1 時間では，「みんなが楽しむために，わ
たしたちにできることは何かを考えよう。」とい
うめあてのもと学習を設定した。
　まず展開前段では，「パラスポーツとは普通の
スポーツと何が違うのか」という視点からパラス
ポーツの特徴について話し合った。次に展開後段
では，めあてにある「みんな」とは誰のことを指
すのかを話し合った。次に展開前段では，パラス
ポーツの特徴は「ルールの工夫」だけではなく，

「用具」にも工夫があることや「サポートする人」
がいるということをクイズとその解答（実際の
工夫）から気づくことができた。そして展開後
段の話し合いでは，「みんな」とは，障害のある
人，障害のない人，外国の人，高齢者，世界中の
全員，など多様な人たちがボッチャをすることが
できるか話し合ったところ，「手の不自由な人は，
足を使ったり頭を使ったりすればいいです。」「目
の見えない人は，的のところで音を出せばできそ
うです。」など特性に応じたルールや用具の工夫，
サポートの仕方などを口々に述べることができ
た。最後に終末段階では，めあてに沿って，でき
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ずつ投球することができた。「もう少しこっちから投

げたら？」「あのボールに当ててはじけばいいよ！」

など自然にチームで作戦を立てながら試合を楽しむ

ことができた。そして，ボッチャのルールの説明をし

た際には，事前に動画で確認をしていたためしっか

りと理解することができた。この様に，ボッチャのル

ールや面白さを理解し，どんな工夫をすると良いか

考え，よりゲームを楽しみたいと思っている子ども

達の姿が見られた。さらに，車いすで投球する際に

「僕，自分で動かしたい！」という子がいた。その言

葉を聞いた他の子どもが「みんな，できることは自分

でしたいという思う。」とサポートされる側の気持ち

に寄り添うような発言をしていた。試合が始まると，

投げる人，アシスタント，審判の役割を上手に交代し

ながら楽しむことできていた。 

2) 第３次第２時の実践 

第２時は，「役割を交代しながら，ランプを使った

ボッチャのルールや工夫を理解して，試合をしてみ

よう。」というめあてのもと学習を設定した。 

まず導入段階では，車いすに乗った人の中には手

にも不自由さがある人がいることを伝え，そのよう

な人たちでもボッチャを楽しめるようにするにはど

んな工夫があればよいかを話し合わせた。次に展開

前段では，ボールを投げることが難しい選手が使用

するボール用滑り台のような「ランプ」について説明

をした。そして，ランプを使用する際にアシスタント

がサポートしている写真を提示し，選手の意思を尊

重したサポートとはどのようなことかを考えさせた。

さらに展開後段では，実際に全員がランプを使用し

た形でボッチャの試合を実施した。その際には，投球

者，アシスタント等の役割を全ての児童に体験させ

るようにした。最後に終末段階では，ランプを使用し

たボッチャを体験してみての感想を交流した。 

第２時における児童の様子は以下のとおりである。

「手に不自由さがある人が，ボッチャを楽しむため

には，こんな道具があります。」と教師が紹介すると，

ランプを見た子どもたちは，「なんか流しそうめんみ

たい！」と歓声を上げた。「どうやって使うのかな？」

と教師から尋ねられると，何人もの子が挙手をした。

知的障害特別支援学級に在籍するＢ児が「ボールを

流す！」と言って，ボッチャセットからボールを１つ

取り出し，「こうやって転がす。」とランプの上からボ

ールを転がしてみせた。 

さらに，アシスタントとして大切なことは何かに

ついて考えた際，提示された写真を見て，直後は「選

手と一緒に作戦を考えてランプを動かすサポートを

しているのではないか」と考えていた子どもたちが

多かった。しかし，教師から「アシスタントはコート

を見ていません。」と伝えられると一瞬驚いたが，「そ

うか！見てしまうと指示してしまうからか！」「選手

の意思がなくなってしまう！」と次々と選手をアシ

ストする際の心得に気づくことができた。そして，

「選手を正しくアシストして，ゲームをしよう！」と

いう活動目標を立てることができた。試合が始まる

と選手はランプの先が狙いたい場所に向くようにし

っかりと狙いを定め，アシスタントに「もうちょっと

下げてください。」などと丁寧に言葉で伝えることが

できていた。また，アシスタントは選手の方を向き，

ボールがある方に背を向けてサポートすることがで

きていた(写真２)。上手に狙った場所にボールが転

がっていくと，「すごーい！」「いいね～！」などと歓

声を上げたり，拍手をしたり，ハイタッチをしたりす

るなど，みんなで喜ぶ様子が見られた。 

3) 第３次第３時の実践 

第３時は，「いろいろな人になりきって想像しなが

らボッチャをしてみよう。」というめあてのもと学習

を設定した。 

まず導入段階で，「ボッチャはどんな人でも楽しめ

るのか？」という視点で児童に考えさせた。次に展開

段階では，児童が設定した条件「手が不自由だけど歩

ける人」「目が不自由な人」「幼児」「高齢者」の 4 つ

の対象設定の中から自分がやってみたい人を選び，

その人になりきってボッチャをおこなった。最後に

終末段階では，いろいろな人になりきってボッチャ

をしてみた感想を交流し，導入と同様に「ボッチャは

どんな人でも楽しめるのか？」を考えさせた。 

 第３時における児童の様子は以下のとおりである。

「ボッチャは車いすに乗っている人だけができるス

ポーツだろうか？」と教師からの問いに，「手に障害

がある人でもできそう」と答える子がいた。「車いす

に乗っていなくても足が不自由な人もいます。その

人は４つの脚のついた杖を使って歩いていました。」

など，身近にいる車いす利用者以外の障害のある

 

写真２ 選手の指示でランプを動かす

アシスタント児童 

写真 2　選手の指示でランプを動かすアシスタント児童
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ないことに配慮しながら，「その人のできること
に注目して，工夫したり，サポートしたりするこ
とでみんなが楽しむことができる。」と自分たち
で学習をまとめることができた。
6．I’mPOSSIBLE 教材『パラリンピアン香西選
手ってどんな人だろう？』に基づく実践（第 5 次）

（総合）
　この時間は，東京 2020 パラリンピックの柔道
で銅メダルを獲得した瀬戸勇次郎選手（福岡教育
大学在籍）を招いて，第 4 学年で障害当事者から
学ぶ交流授業を実施した。
1）第 5 次第 1 時の実践
　第 1 時の 4 年生との交流では，「瀬戸選手に質
問をしながら，強さのひみつをさぐろう！」とい
うめあてのもと，瀬戸選手に，普段の生活につい
てたくさんの質問をした。料理も着替えも自分で
できることを知り，「何も不自由に見えない。」と
つぶやく子もいた。しかし，見え方の質問に対し
て，瀬戸選手が「教室の後ろに書いてある習字の
文字は見えたり見えなかったりします。」との回
答から，改めて瀬戸選手の見え方の困難さについ
て認識できた。さらに，「人生において自分を支
えてくれた人はいますか？」という質問に，瀬戸
選手が「両親がいたからあまり落ち込んだりする
ことなく今までいることができます。」「目が見え
ないからできないよ，と言われたことで落ち込ん
だことはあるけど，工夫をすればできることはい
くらでもあると思っていたので，やってみよう！
という気持ちでやってきました。」と答えると，
子どもたちの心に言葉が響いたように教室が静ま
りかえった。そして，瀬戸選手が見え方を助ける
道具として単眼鏡を取り出し，それを使って教室
の後ろに貼ってある習字の文字を読むと驚きと拍
手が沸いた。「目が見えなくてよかったことはあ
りますか？」という質問には，瀬戸選手は「目が
見えないからこそパラリンピックに出られたし，
色んな人と出会うことができた。」と答え，子ど
も達は納得していた。
2）第 5 次第 2・3 時の実践（道徳科）
　第 2・3 時は，対象を第 4，5，6 学年と広げ，
道徳科の「希望と勇気・努力と強い意志」の価値
項目で交流会を行った。
　第 2 時の質問タイムで，児童は，瀬戸選手より
心の強さのひみつについての言葉をたくさん受け
取った。第 3 時の体験タイムでは，瀬戸選手と共
に柔道の実演や体験を行うことができた。はじめ
に，柔道を学んでいる 5 年生のＣ児が瀬戸選手を
相手に打ち込みの練習をした（写真 3）。これま

でのＣ児は何事にも自信がなく学習中は黙り込ん
でしまったり，ふさぎ込んでしまったりすること
が見られた児童であったが，緊張しながらも大人
数の前でパフォーマンスをすることができた。パ
フォーマンス後，Ｃ児に感想を聞いたが，感無量
といった様子で目に涙があふれていた。交流会後
の感想で，昨年度不登校傾向だったＤ児は，「自
分は精神力が少し弱いのであまり考えすぎずに強
く生きたいと思います。」と述べた。また，「瀬戸
選手の強さは力だけではなく，運の強さや周りの
人の支えもあったから，これから私は周りの人に
感謝していきたいと思います。」「あきらめそうに
なった時には仲間を信じていきたい。」と次々に
他の児童も自分の言葉で述べることができた。
3）全校ボッチャ大会の実施（教育課程外）
　「どんな人でも楽しめるボッチャというスポー
ツの面白さを全校に広めたい。」という児童の願
いから学級担任の指導のもと，学級活動の時間に
学級会を開き，全校にボッチャを広めるための計
画を立てた。また，国語科の時間を用いて「ボッ
チャについて」の作文指導を行い，代表児童の作
文を全校放送で紹介した。そして，昼休みに低学
年と高学年の 2 日に分けて自由参加のボッチャ大
会を開催することを代表児童が全校放送で呼びか
けた。
　ボッチャ大会当日は，どの学年からも多くの児
童が参加した。4 年生は司会進行やルール説明，
各グループの試合の補助などの役割分担を行い，
学級児童全員で大会の運営を行うことができた。
　実践後に書いた「ボッチャについて」の作文
では，「手や足が不自由な人は，何もできないと
思っていたけど，パラスポーツは不自由な人でも
できるスポーツだからいいなと思いました。」「こ
れから先は，障害がある人でもみんなが楽しめる
ように頑張りたいです。」「ボッチャは障害があっ
てもなくてもたくさんの人が楽しめるスポーツだ
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方々についての話を広げた子もいた。 

そして，自分がどんな人になりきってボッチャを

やってみるか決めた後，ゲームを始めた。手が不自由

な人になりきった子は，足を使ってボールを転がし

ていた。また，別の子は，その様子を見ながら頭では

じいてボールを転がしていた。また，腰が曲がった老

人になりきった子は前かがみになりながら投球をし

ていた。目の不自由な人になりきった子が投球をす

る際には，周りにいた同じチームの子が「どこに投げ

たいですか？」と投球する子に尋ね，その子が言った

場所を手で叩き音を出すサポートを行っていた。す

ると，投球する子は，大幅にずれることなく狙った場

所の近くまでボールを転がすことができた。   

学習後の振り返りでは，「ボッチャは工夫をしたり

サポートをしたりすると誰でも楽しめるスポーツ。」

と答えた子が多かった。 

5. I'mPOSSIBLE 教材『「パラスポーツ」について学ぼ

う？』に基づく実践（第４次）（総合） 

この１時間では，「みんなが楽しむために，わたし

たちにできることは何かを考えよう。」というめあて

のもと学習を設定した。 

まず展開前段では，「パラスポーツとは普通のスポ

ーツと何が違うのか」という視点からパラスポーツ

の特徴について話し合った。次に展開後段では，めあ

てにある「みんな」とは誰のことを指すのかを話し合

った。次に展開前段では，パラスポーツの特徴は「ル

ールの工夫」だけではなく，「用具」にも工夫がある

ことや「サポートする人」がいるということをクイズ

とその解答（実際の工夫）から気づくことができた。

そして展開後段の話し合いでは，「みんな」とは，障

害のある人，障害のない人，外国の人，高齢者，世界

中の全員，など多様な人たちがボッチャをすること

ができるか話し合ったところ，「手の不自由な人は，

足を使ったり頭を使ったりすればいいです。」「目の

見えない人は，的のところで音を出せばできそうで

す。」など特性に応じたルールや用具の工夫，サポー

トの仕方などを口々に述べることができた。最後に

終末段階では，めあてに沿って，できないことに配慮

しながら，「その人のできることに注目して，工夫し

たり，サポートしたりすることでみんなが楽しむこ

とができる。」と自分たちで学習をまとめることがで

きた。 

6. I'mPOSSIBLE 教材『パラリンピアン香西選手って

どんな人だろう？』に基づく実践（第５次）（総合） 

この時間は，東京 2020 パラリンピックの柔道で銅

メダルを獲得した瀬戸勇次郎選手（福岡教育大学在

籍）を招いて，第４学年で障害当事者から学ぶ交流授

業を実施した。 

1) 第５次第１時の実践 

 第１時の４年生との交流では，「瀬戸選手に質問を

しながら，強さのひみつをさぐろう！」というめあて

のもと，瀬戸選手に，普段の生活についてたくさんの

質問をした。料理も着替えも自分でできることを知

り，「何も不自由に見えない。」とつぶやく子もいた。

しかし，見え方の質問に対して，瀬戸選手が「教室の

後ろに書いてある習字の文字は見えたり見えなかっ

たりします。」との回答から，改めて瀬戸選手の見え

方の困難さについて認識できた。さらに，「人生にお

いて自分を支えてくれた人はいますか？」という質

問に，瀬戸選手が「両親がいたからあまり落ち込んだ

りすることなく今までいることができます。」「目が

見えないからできないよ，と言われたことで落ち込

んだことはあるけど，工夫をすればできることはい

くらでもあると思っていたので，やってみよう！と

いう気持ちでやってきました。」と答えると，子ども

たちの心に言葉が響いたように教室が静まりかえっ

た。そして，瀬戸選手が見え方を助ける道具として単

眼鏡を取り出し，それを使って教室の後ろに貼って

ある習字の文字を読むと驚きと拍手が沸いた。「目が

見えなくてよかったことはありますか？」という質

問には，瀬戸選手は「目が見えないからこそパラリン

ピックに出られたし，色んな人と出会うことができ

た。」と答え，子ども達は納得していた。 

2) 第５次第２・３時の実践（道徳科） 

第２・３時は，対象を第４，５，６学年と広げ，道

徳科の「希望と勇気・努力と強い意志」の価値項目で

交流会を行った。 

 第２時の質問タイムで，児童は，瀬戸選手より心の

強さのひみつについての言葉をたくさん受け取った。

第３時の体験タイムでは，瀬戸選手と共に柔道の実

演や体験を行うことができた。はじめに，柔道を学ん

でいる５年生のＣ児が瀬戸選手を相手に打ち込みの

練習をした(写真３)。これまでのＣ児は何事にも自

信がなく学習中は黙り込んでしまったり，ふさぎ込

んでしまったりすることが見られた児童であったが，

 

写真３ 瀬戸選手と打ち込みをするＣ児 写真 3　瀬戸選手と打ち込みをするＣ児
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と分かりました。だから，ボッチャを広めていき
たいです。」「障害がある人もない人も，どんな人
でも楽しめる工夫を見つけていきたいと思いまし
た。」「ボッチャ体験をして，障害がある人もス
ポーツを楽しめることを知りました。障害がある
から遊びに入れないとか仲間外れを作らずにした
いです。実際にやってみて他の人がサポートして
くれるありがたみがわかりました。」などと綴ら
れていた。
　さらに，「ボッチャ大会を終えて」の作文では，

「やっぱりボッチャはだれもが楽しめるスポーツ
だとわかりました。」「低学年に作戦や投げ方など
を教えました。チームが勝つと私までうれしくな
りました。私にとってはすごくいい体験だったと
思います。」「次の体験イベントがあったらブライ
ンドサッカーをやってみたいです。」などと綴ら
れていた。

Ⅳ　Ｂ中学校における実践
1．実践の概要
　第 2 学年を対象に，まず「I’mPOSSIBLE」教
材　中学生・高校生版 2-4「ボッチャをやってみ
よう」に基づく実践を保健体育科として実践し
た。次に，1-5「パラリンピアンの日常生活から
バリアフリーを考える」に基づく実践を総合的な
学習の時間として実践した。
2．実践の構想
　授業前半部分では，生徒に車いすで教室から体
育館への移動を行わせた。体験を通して校内や社
会のバリアについて考えさせ，施設・環境面のバ
リアフリーだけでは，社会的な問題が解決できな
いことに気づかせた。そして，意識上のバリアを
含む「心のバリア」について考えさせるために
ボッチャの体験へつなげた。ボッチャの体験で
は，ルールや環境の工夫などに気づかせ，障害の
有無に関係なく実施できるスポーツであることを
とらえさせた。さらに，アシスタントの存在や役
割について考えさせたり，障害があり，投げたり
蹴ったりできない選手の意思を汲むためのルール
や工夫があることを考えさせたりすることで，ユ
ニバーサルスポーツへの理解を深めた。
　特に，ボッチャでは，車いすに乗って，ランプ
を使っての投球と審判とアシスタントの三つの
役割を全員が行えるように 3 試合行った。2 試合
行った時点で，パラリンピアンの映像教材を視聴
させ，活動に対する意欲をもたせた。活動の最
後には，できないことに目が向きがちな生活を

「〇〇があれば◇◇できる」という考えのもと，

できることに着目し，工夫やサポートがあること
で，みんながよりよく過ごすことができることに
気づかせるよう振り返りを行った。
3．I’mPOSSIBLE 教材『中学生・高校生版 2-4「ボッ
チャをやってみよう」』に基づく実践（保健体育科）
1）車いす体験
　教室から体育館までの車いすの移動を各クラス
6 名の生徒に協力をしてもらった。授業の導入部
分で，移動体験を通して思ったことや感じたこと
を発表させ，校内のバリアフリーについて考えさ
せた。
　発表では，「エレベーターが狭い。」「車いすの
ままターンするのが難しい。」「人混みが怖い。」

「スロープが急で大変だった。」などの意見が出さ
れ，学校内の移動に関するバリアや設備としての
バリアフリーに気づくことができていた。また，
本人たちの責任ではないが，車いすによる移動そ
のものに時間がかかってしまうことも申し訳なく
思っている様子であった。
　次にそれらの意見から広げて，校内でのバリア
を挙げていった。学校内のスロープは車いすで通
るには狭すぎたり，急すぎたり，車いすの動線に
プランターが置いてあったりと，決して障害のあ
る人にとって優しい環境ではないことが挙げられ
た。
　さらに，「I’mPOSSIBLE」教材を用いて，施設
面のバリアフリーが活かされない場面について考
え，バリアフリーを機能させるためには，設備・
施設に意識・態度などが必要であることに気づか
せた。
　また，その意識や態度に気づかせるために，障
害者の国際的なスポーツ大会にボランティアで携
わってきたＴ 2 の体験談を話してもらった。Ｔ 2
の実体験から，障害者だから困っているだろうと
いう「思い込み」によって，選手のルーティーン
を崩してしまい，大会スタッフとして反省した経
験があること。それ以降，気づいたら事前に必ず
声かけを行ない，選手の意思を尊重してサポート
するようになったことを伝え，「心のバリア」に
ついて考えさせた。
2）ボッチャの理解
　次にボッチャがどのようなスポーツであるかに
ついて質問した。生徒は教師の問いに対して，パ
ラリンピックの種目であることや白いジャック
ボールに向けて「ボールを投球するスポーツ」で
あるということを発言した。また，どのクラスも
共通して「みんなが（どんな人でも）できるス
ポーツ」という意見が出てきた。
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　そこで，教師がこの意見をとらえ，「みんなと
は誰ですか？」と追加質問をした。その問いに対
し，生徒は，車いすの人，年配の方，子ども，体
の不自由（上肢・下肢）な人等の意見を発表し
た。そこで，「障害のある人の中で上肢に障害が
ある人はどうすれば参加できるか，上肢下肢とも
に障害がある場合はどのようにすれば参加できる
か。」という質問を重ねて投げかけた。すると上
肢の障害に対して「蹴ることで参加する。」とい
う意見が出された。その際，生徒の中から「えっ，
蹴ってもいいの？」とルールの工夫に驚く声が上
がった。
3）ランプの必要性
　上肢下肢共に障害がある場合はどのような工夫
で参加できるかという教師の問いに対して，生徒
より「（滑り台のような）道具があればいい。」と
の意見が出た。また，別のクラスでは口を使って，
ゴルフクラブのようなものでボールを打つという
意見や，具体的な方法は出なかったが頭（不自由
ではないところ）を使って競技するという視点を
もった意見が出た。そこで，リリーサーのことに
も触れ，あらかじめ用意していたランプを生徒に
提示し，「この道具があれば（一人で）できます
か？」と問うと「補助する人が必要」との答えが
返ってきた。この答えを受け，実際に車いすやラ
ンプを使い，投球者は上肢下肢の障害があるので
ボールを置くことしかできないという設定で，ラ
ンプを使っての投球と補助の実践を行わせた。
　この初期の体験では，どのクラスの生徒も，補
助する生徒は投球者と一緒にジャックボールを見
ながら投球を行った。ジャックボールに対して，
調整をしながら補助をしている生徒がほとんど
だった。そこで，補助者が投球者に協力すること
も一つの思いやりによる価値のある行動であるこ
とをおさえつつ，アシスタントの役割やルールに
気づかせるために，「I’mPOSSIBLE」教材のボッ
チャ競技写真を示して今の自分たちの投球の様子
と，実際の競技における協力者の補助の様子と比
較させた。
　すると，生徒は，自分たちと異なり，アシスタ
ントがコートに背を向けジャックボールを見てい
ない点に気づいた。そこで，生徒にその理由につ
いて質問した。すると，「（ターゲットに対してア
シスタントがランプの方向や角度を）合わせてし
まう。」という意見が出たので，次にそのアシス
トを受けての投球は「本当に投球者の意思が汲ま
れたものであるか」について考えさせた。この一
連の問いを通して，生徒はアシスタントが競技の

勝敗に影響を与えることは公平ではないことに気
づいた。そこで，教師がアシスタントは投球者の
指示を聞くことに徹すること，ルール上アシスタ
ントが話しかけてはいけないこと等のルールの詳
細を伝え，ジャックボールを見ないこと，アシス
タントは話してはいけないことが投球者を尊重
し，その意思を汲み，平等に競技に参加するため
のものであることに気づかせた。
　また，本時では，全員が車いすに乗って上肢下
肢が不自由な競技者という想定のもと，ランプを
使った投球の体験とアシスタント体験，ゲームを
運営するための審判体験をローテーションで行う
ことを確認した。特にアシスタントは「ジャック
ボールに対して後ろを向くこと」「投球者の指示
によってランプを操作すること」をもう一度確認
し，ボッチャの試合を行った。
4）ボッチャ体験①

（段階 1：体験を通したルールの理解）
　ボッチャ体験が始まると，生徒たちはすぐさま
行動し，明確なルールがわからないながらも，と
にかくやってみようという様子で，積極的に話し
合いながら活動する姿が見られた。ボッチャは性
別や言葉の違い，障害の有無や運動能力に関わら
ず一緒に行えるという良さがあるスポーツのた
め，男女混合のチームを編制し，様々なバリアを
越えたプレーをする姿をねらった。
　最初のうちは，意外と転がるボールと距離感が
合わず，投球が的となるジャックボールから大き
く外れる様子も見られたが，徐々に方向や距離の
感覚を身につけてジャックボールに近づけること
ができるようになっていった。そして時間が経つ
につれ，よい投球に対してチーム内で賞賛をした
り，ハイタッチをしたりする姿が見られ，ボッ
チャを心から楽しんでいる様子が見られた。ま
た，ランプを使う際には，アシスタントに必死に
自分の意思を伝えようとする姿が見られた。しか
し，ランプによる投球について，方向の正確さは
高まっていたが，距離を出すための強さをつかむ
ことが難しそうであった。中にはついアシスタン
トが投球者に話しかけてしまう生徒も見られた
が，その場面では，周囲の生徒が「アシスタント
はしゃべったらいかんよ。」とアシスタントの役
割を理解し，投球者の意思を汲むためのルールを
守ろうとする姿が見られた。1 試合目はあまり時
間をとることができず，ボッチャのルールを知る
ことが中心の体験で終了した。
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5）ボッチャ体験②
（段階 2：パラスポーツとしての戦略的高まり）

　2 時間目が始まるとすぐに，それぞれの役割の
確認と戦略上の工夫を示し，相手のボールに当て
ることやジャックボールに当てることが認められ
ており，作戦の一つであることをおさえ，2 試合
目を行う際に，戦略についても考えて競技させた。
　2 試合目は，休み時間の練習などによりコツを
掴んだ様子で，どのチームもジャックボールに近
づくようになった。そこで，相手のボールを弾い
たり，仲間のボールに当ててジャックボールに近
づけたり，ジャックボールを動かすためにボール
をぶつけたりといった戦略が見える試合になって
いった。「どうしたらいいかね。」とチームメイト
に尋ねたり，「あのボール弾いたら勝てるよ。」や

「ジャックボール動かすしかないよ。」とアドバイ
スをしたりするなど，チーム内のコミュニケー
ションが増え，作戦が成功した時の達成感がより
試合を盛り上げている様子であった。また，ラン
プを使ってもかなりジャックボールに対して近づ
けることができるようになり，アシスタントと一
緒に喜ぶ様子も見られた。同様にチームメイトの
投球がジャックボールに寄った時は，投球者より
先にチームメイトが相手のボールより近づいたか
を確認しに行き，仲間のナイスプレーを本人以上
に喜ぶ姿が見られた（写真 4）。
6）パラリンピアンの技術から学ぶ
　2 試合目が終わった後，ボッチャのパラリン
ピック日本代表の選手をはじめとしたパラリンピ
アンの動画を視聴させた。映像に見る選手たちの
ナイスプレーに「えー！？」という驚きと「すご
い！」という感動の声が聞こえてきた。特にボー
ルの上に乗せる投球には驚きが隠せない様子で
あった。
　2 試合行った後にビデオを視聴させたことで，
いかに映像で見るプレーが高度な技術かがわか
り，生徒が最後の 3 試合目を意欲的に行うことに

つながった。しかし，あるクラスではランプの扱
い方が雑になってしまう様子が見られた。そこ
で，雑な扱い方になってしまったことに触れ，全
体に「ランプ」は何のためにあるのかを問いかけ
た。すると，障害のある人にとっては自分の腕の
代わりになるものであるという気づきが発言さ
れ，障害理解や道具をどのような意識で扱えばよ
いかについて改めて考えさせる機会となった。
7）ボッチャ体験③

（段階 3：パラスポーツを楽しむ）
その後最後の試合に取り組んだ。3 試合目ともな
ると投球者がアシスタントに伝える内容も「あと
◯センチ左にお願い。もう少し下げて。」などと ,
投球者の指示がより具体的になり，意図した投球
ができるようになった。また，アシスタントに

「ありがとう。」と声をかける様子も見られた。技
術の高まりにより，的となるジャックボールの周
りにボールが集まった結果，自分たちでは得点を
判断できないことがあり，周りの教師に判断を依
頼する姿が見られた。教師から結果を聞くと勝っ
た方も負けた方も笑顔で清々しい表情で喜び合う
ことができた。これは，ボッチャというスポーツ
の良さの一つであると言えるだろう。
　最後の試合が終わり，全体で振り返りを行っ
た。「楽しかったです。」それが 1 番の感想であっ
たが，「思っていたより難しかった。」や「ルール
は簡単だけど，適度に難しい。」といった言葉も
あった。そこで，改めて，「ボッチャはどのよう
なスポーツですか。」という質問をすると，「誰で
も（みんなが）できるスポーツ。」という答えが
返ってきたが，今回車いすに乗りランプを使っ
て，アシスタントにサポートしてもらいながら活
動したことで，この「みんな」の中には障害のあ
る人が含まれていることが明確になった。
　障害があっても，車いすがあったりランプが
あったり，サポートする人がいれば，ボッチャを
楽しむことができる。「〇〇があれば◇◇できる」
という考えを実現するためにも，本人のできるこ
とに注目していく必要性に気づかせることができ
た。実際に生徒からは，頭や口を使って投球する
という意見が出たことからも，障害によるできな
いことよりも，障害があってもできることに対す
る気づきがあったことがうかがえる。
　振り返りの感想から「ボッチャでは手に障害が
あっても蹴ればいいし，足に障害があっても投げ
ればいいから誰でもできるスポーツということが
わかった。」という記述があった。生徒ができる
ことに注目して行えるスポーツと理解したことが
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ようになっていった。そして時間が経つにつれ，よい

投球に対してチーム内で賞賛をしたり，ハイタッチ

をしたりする姿が見られ，ボッチャを心から楽しん

でいる様子が見られた。また，ランプを使う際には，

アシスタントに必死に自分の意思を伝えようとする

姿が見られた。しかし，ランプによる投球について，

方向の正確さは高まっていたが，距離を出すための

強さをつかむことが難しそうであった。中にはつい

アシスタントが投球者に話しかけてしまう生徒も見

られたが，その場面では，周囲の生徒が「アシスタン

トはしゃべったらいかんよ。」とアシスタントの役割

を理解し，投球者の意思を汲むためのルールを守ろ

うとする姿が見られた。１試合目はあまり時間をと

ることができず，ボッチャのルールを知ることが中

心の体験で終了した。 

6) ボッチャ体験② 

（段階２：パラスポーツとしての戦略的高まり） 

２時間目が始まるとすぐに，それぞれの役割の確

認と戦略上の工夫を示し，相手のボールに当てるこ

とやジャックボールに当てることが認められており，

作戦の一つであることをおさえ，２試合目を行う際

に，戦略についても考えて競技させた。 

２試合目は，休み時間の練習などによりコツを掴

んだ様子で，どのチームもジャックボールに近づく

ようになった。そこで，相手のボールを弾いたり，仲

間のボールに当ててジャックボールに近づけたり，
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時の達成感がより試合を盛り上げている様子であっ

た。また，ランプを使ってもかなりジャックボールに

対して近づけることができるようになり，アシスタ

ントと一緒に喜ぶ様子も見られた。同様にチームメ

イトの投球がジャックボールに寄った時は，投球者

より先にチームメイトが相手のボールより近づいた

かを確認しに行き，仲間のナイスプレーを本人以上

に喜ぶ姿が見られた(写真４)。 

7) パラリンピアンの技術から学ぶ 

２試合目が終わった後，ボッチャのパラリンピッ

ク日本代表の選手をはじめとしたパラリンピアンの

動画を視聴させた。映像に見る選手たちのナイスプ
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8) ボッチャ体験③ 
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と声をかける様子も見られた。技術の高まりにより，
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写真４ ジャックボールと味方のボールや相手方ボー

ルとの距離を確認して作戦を練っている様子 

写真 4�　ジャックボールと味方のボールや相手方ボー
ルとの距離を確認して作戦を練っている様子
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うかがえる。「体験を通して，ボッチャの楽しさ
だけでなく，社会のバリアフリーのあり方や障害
者の方々の気持ちなどについて学ぶことができ
た。これから，さまざまな人が生活しやすい社会
にしていきたいと思いました。」や「今までパラ
リンピックの競技はネガティブなイメージが強
かったけど，健常者も障害がある人も楽しく行え
る競技だと学びました。」などの障害についての
理解や社会のバリアやバリアフリーへの興味・関
心など生徒の心の変容が見てとれた（図 2）。
4．I’mPOSSIBLE 教材『中学生・高校生版 1–5「パ
ラリンピアンの日常生活からバリアフリーを考え
る」』に基づく実践（総合）
1）生徒との交流
　生徒との交流では，Ａ小学校と同様にパラリン
ピアンの瀬戸選手に訪問いただき，全校生徒と 1
時間続けて第 2 学年と 1 時間（計 2 時間）交流し
た。
　第 1 時は，全学年を対象に瀬戸選手へのインタ
ビューやお願い，○×クイズなどを実施した。な
お交流会は，Ｂ中学校の生徒会と協力して企画運
営した。瀬戸選手に来ていただけることになっ
て，生徒会執行部とどのような交流会にしたいか
を出し合い，自分達が中心に質問項目を決めた
り，瀬戸選手へのお願いを考えたりした。また，
学校全体の交流会であることから，生徒会が全校
生徒を対象に Google フォームでのアンケートを
作成し，その回答をもとに交流会を企画・実践し
た。
2）第 2 学年との交流
　第 2 時は，ボッチャ体験をした第 2 学年との交
流会を行った。瀬戸選手との柔道体験では，5 名

の選手が瀬戸選手を投げたり，投げられたりとい
う体験ができた。特に柔道を学ぶＫさんはこの日
を楽しみにしており，「メダリストと組ませても
らえるので，とても緊張しました。」と述べた。
また，実際の動きを通して，健常者の柔道と視覚
障害者柔道の違いについて教えていただいた。瀬
戸選手のその所作や立ち居振る舞いにも目を奪わ
れた生徒が多数おり，「瀬戸選手は格好良かった。」
と感想を述べていた。
　その後，生徒全員参加で，瀬戸選手にまつわる
○×クイズ・質問タイムを行った。生徒からの

「今一番欲しいものは何ですか？」の質問には，
「金メダルがほしいです」と丁寧に答えていただ
いた。交流後の感想では瀬戸選手を応援するメッ
セージが多く書かれていた。瀬戸選手から「いろ
いろなことに対して，自分にできることを最大限
にやって後悔のないように頑張ってください。」
とメッセージをいただいて交流会を終えた。瀬戸
選手との交流会の振り返りでは「瀬戸選手の姿を
見て自分も頑張ろうと思った」「自分もスポーツ
という分野ではなくても，多くの人たちに感動を
与えられる人間になりたいと思った」など，瀬戸
選手の生き方に触れ，心の変化を書いている生徒
が多く見られた（写真 5）。

Ⅴ　結果と考察
1．実践効果の検証結果
1）概念地図の分析結果

（1）概念地図の例
　図 3 には，実践前後における児童生徒が書い
た概念地図の例を示した。Ａ小学校の実践前の
例では，パラリンピックから「しょうがい者ス
ポーツ」等 3 つの単語が書かれていた。実践後で
はパラリンピックから「しょうがい者」「用具」

「工夫」「みんなができる」の 4 つの単語が書かれ
ていた。用具からは「ランプ」と「パラスポー
ツ用車イス」の 2 単語がリンクした。「工夫」か
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を実現するためにも，本人のできることに注目して

いく必要性に気づかせることができた。実際に生徒

からは，頭や口を使って投球するという意見が出た

ことからも，障害によるできないことよりも，障害が

あってもできることに対する気づきがあったことが

うかがえる。 

振り返りの感想から「ボッチャでは手に障害があ

っても蹴ればいいし，足に障害があっても投げれば

いいから誰でもできるスポーツということがわかっ

た。」という記述があった。生徒ができることに注目

して行えるスポーツと理解したことがうかがえる。

「体験を通して，ボッチャの楽しさだけでなく，社会

のバリアフリーのあり方や障害者の方々の気持ちな

どについて学ぶことができた。これから，さまざまな

人が生活しやすい社会にしていきたいと思いまし

た。」や「今までパラリンピックの競技はネガティブ

なイメージが強かったけど，健常者も障害がある人

も楽しく行える競技だと学びました。」などの障害に

ついての理解や社会のバリアやバリアフリーへの興

味・関心など生徒の心の変容が見てとれた(図２)。 

4. I'mPOSSIBLE 教材『中学生・高校生版 1–5「パラ

リンピアンの日常生活からバリアフリーを考える」』

に基づく実践(総合) 

1) 生徒との交流 

生徒との交流では，Ａ小学校と同様にパラリンピ

アンの瀬戸選手に訪問いただき，全校生徒と１時間

続けて第２学年と１時間（計２時間）交流した。 

第１時は，全学年を対象に瀬戸選手へのインタビ

ューやお願い，○×クイズなどを実施した。なお交流

会は，Ｂ中学校の生徒会と協力して企画運営した。瀬

戸選手に来ていただけることになって，生徒会執行

部とどのような交流会にしたいかを出し合い，自分

達が中心に質問項目を決めたり，瀬戸選手へのお願

いを考えたりした。また，学校全体の交流会であるこ

とから，生徒会が全校生徒を対象に Google フォーム

でのアンケートを作成し，その回答をもとに交流会

を企画・実践した。 

2) 第２学年との交流 

 第２時は，ボッチャ体験をした第２学年との交流

会を行なった。瀬戸選手との柔道体験では，５名の選

手が瀬戸選手を投げたり，投げられたりという体験

ができた。特に柔道を学ぶＫさんはこの日を楽しみ

にしており，「メダリストと組ませてもらえるので，

とても緊張しました。」と述べた。また，実際の動き

を通して，健常者の柔道と視覚障害者柔道の違いに

ついて教えていただいた。瀬戸選手のその所作や立

ち居振る舞いにも目を奪われた生徒が多数おり，「瀬

戸選手は格好良かった。」と感想を述べていた。 

その後，生徒全員参加で，瀬戸選手にまつわる○×

クイズ・質問タイムを行った。生徒からの「今一番欲

しいものは何ですか？」の質問には，「金メダルがほ

しいです」と丁寧に答えていただいた。交流後の感想

では瀬戸選手を応援するメッセージが多く書かれて

いた。瀬戸選手から「いろいろなことに対して，自分

にできることを最大限にやって後悔のないように頑

張ってください。」とメッセージをいただいて交流会

を終えた。瀬戸選手との交流会の振り返りでは「瀬戸

選手の姿を見て自分も頑張ろうと思った」「自分もス

ポーツという分野ではなくても，多くの人たちに感

動を与えられる人間になりたいと思った」など，瀬戸

選手の生き方に触れ，心の変化を書いている生徒が

多く見られた(写真５)。 
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写真５ 瀬戸選手との交流会を終えクラス毎に記念撮影 図 2　生徒が書いたボッチャの感想
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らはさらに「ボッチャ」「ゴールボール」，さら
に「ボッチャ」からは「ランプ」，「ゴールボー
ル」からは「すずが入っている玉」がリンクし
た。Ｂ中学校の実践前の例では，パラリンピッ
クから「専用の道具をつけてスポーツしている」
等 4 単語が書かれた。そこからはさらに，「ぎそ
く」「ゴーグルみたいなやつ」とリンクした。ま
た「傷害をもった人がするスポーツ」からは「目
の不自由な人」がリンクした。実践後の例では，
生徒達が体験した「ボッチャ」から 4 単語がリン
クし，さらに「車いす」「ボール」「傷害のある人
関係なく楽しめる」とつながり，そこから「みん
なが楽しめる」「協力してできる」がリンクした。

「協力してできる」からは「工夫してできる」も
リンクした。

（2）概念地図の分析結果
　表 1 には，実践前後の概念地図における単語数
等の分析結果を示した。
　Ａ小学校では実践前において単語を一つも書
けなかった児童が 3 名あった。実践前に書かれ
た単語数の平均は約 3.4 個であったが実践後には
約 8.6 個に増えていた。実践前平均のべリンク数
は約 4.6 であったが実践後には約 14.3 に増えてい
た。実践前の一単語あたりののべリンク数の平均

は約 1.0 であったが実践後には約 1.5 に増えてい
た。対応のある t 検定の結果，これらの変化はい
ずれも統計的に有意であった。
　Ｂ中学校では，実践前に書かれた単語数の平均
は約 7 個であったが実践後には約 8.8 個に増えて
いた。実践前平均のべリンク数は約 11 であった
が実践後には約 14.7 に増えていた。実践前の一
単語あたりののべリンク数の平均は約 1.4 であっ
たが実践後には約 1.6 に増えていた。対応のある
t 検定の結果，これらの変化はいずれも統計的に
有意であった。
2）テキストマイニングの結果
　図 4 には，実践前と実践後における概念地図に
書かれた単語のテキストマイニングの結果を示し
た。
　Ａ小学校の実践前では，パラリンピックの競技
者やその競技者の属性を表す「障害」「障害者」
が中心に，しかも大きく示された。パラリンピッ
クの前に開かれる「オリンピック」が次に大きく
示された。そして競技及び競技種目に関連する

「スポーツ」「水泳」「サッカー」「車イス」等が大
きく示された。
　「I’mPOSSIBLE」で実践する「ゴールボール」
や「ボッチャ」は小さく，周辺に位置した。
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図 3　I’mPOSSIBLE 実践前後における概念地図の変化の例
左：A 小学校　右：B 中学校
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　Ａ小学校の実践後では，「I’mPOSSIBLE」で
児童が体験した「ボッチャ」や「ゴールボー
ル」が中心に大きく示された。あわせて児童が

「I’mPOSSIBLE」を通して学んだ，「サポート」
や「工夫」があれば障害があっても「出来る」と
いう単語が大きく示された。実践のねらいが反映
された結果と言える。
　Ｂ中学校の実践前では，パラリンピックの競
技者やその競技者の属性を表す「車イス」がま
ず中心に，しかも大きく示された。その周辺に

「障害」「障害者」が示された。あわせてパラリン

ピックの前に開かれる「オリンピック」が次に大
きく示された。加えて競技及び競技種目に関連
する「スポーツ」「バスケ」「テニス」「水泳」等
が示された。「I’mPOSSIBLE」で実践する「ボッ
チャ」が周辺に位置した。
　Ｂ中学校の実践後では，「I’mPOSSIBLE」で実
践した「ボッチャ」と車椅子体験の「車イス」が
中心にしかも大きく示された。実践を通して体験
した，工夫することで「楽しい」「できる」「楽
しめる」という単語が次に位置した。実践前と
同様に競技及び競技種目に関連する「スポーツ」

図 4　I’mPOSSIBLE 実践前後における概念地図に書かれた単語のテキストマイニング結果
左：A 小学校　右：B 中学校

表 1　I’mPOSSIBLE 実践前後における概念地図の分析結果
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「バスケ」「テニス」「水泳」等が示された。一方，
ボッチャ体験を通して感想をもったであろう「難
しい」が示された。
2．実践の考察
　概念地図法は，特に理科を中心として教科学習
における指導方法として研究と実践が積み重ねら
れてきた（瀧澤，2002）。現在では理科以外の教
科・領域等の指導にも広く用いられている。岸

（2000）は一つの概念（単語）から複数のリンク
が出ていれば知識が精緻化していると判断でき
る，としている。
　そこで表 1 の分析結果をみると，実践前に
比べて実践後の概念地図に書かれた単語数は
Ａ小学校，Ｂ中学校ともに統計的に有意に増
えたことが明らかとなった。このことから，

「I’mPOSSIBLE」の実践を通して，児童生徒のパ
ラリンピックに関する知識が増えたと言うことが
できる。Ａ小学校では平均して 5 単語，Ｂ中学校
では約 1.8 単語増えた。Ｂ中学校よりＡ小学校で
の増加数が大きかったが，Ｂ中学校では実践前か
らパラリンピックに関する知識がＡ小学校の児童
の約 2 倍あったためと考えられる。このことは，
図 3 のＢ中学校の例において，実践前でもパラリ
ンピックの説明に加えてパラスポーツの種目や使
われる道具等が書かれたことからもわかる。
　実践後の平均単語数は，Ａ小学校（8.5）もＢ
中学校（8.8）もほぼ同数であった。この結果は，
概念地図の実施時間を 3 分にしたことによると考
えられる。実践後ではＡ小学校でもＢ中学校でも
3 分間で書くことのできた単語数は概ね 8 単語で
天井を示していたと言えるだろう。より長い実施
時間にすることでＡ小学校とＢ中学校における単
語数に違いが生じることも予想される。概念地図
の実施時間については今後検討する必要があると
言える。
　ある単語から次の単語へとリンクした，のべリ
ンク数の平均もＡ小学校，Ｂ中学校ともに統計的
に有意に増えたことが明らかとなった。このこと
から，「I’mPOSSIBLE」の実践を通して，児童生
徒のパラリンピックに関する知識が単に増えただ
けでなく，その知識が精緻化したと言うことがで
きる。Ａ小学校では平均して約 10 増え，Ｂ中学
校では約 4 増えた。小学校が中学校よりパラリン
ピックに関する知識の精緻化が進んだと考えられ
る。図 3 の例をみても，小学校の実践後では実践
前に比べ，一つの単語から複数の単語がリンクし
たことがわかる。
　一単語あたりののべリンク数の平均においても

Ａ小学校，Ｂ中学校ともに統計的に有意に増えた
ことが明らかとなった。この結果も児童生徒のパ
ラリンピックに関する知識が精緻化したことを示
していると考えられる。一単語あたりののべリン
ク数が平均 1 であるのは概念地図の性質上自明で
ある。Ａ小学校の実践前の結果は概ね 1 であっ
た。実践後では平均して概ね 0.5 単語分のリンク
数が増えた。一方，Ｂ中学校のそれは 0.1 単語分
であった。このように，いずれの結果においても
Ａ小学校における知識の増加及び精緻化の様子が
顕著であった。
　以上のように概念地図に書かれた単語やそのリ
ンクについて量的に検討した結果は，実践を通じ
てパラリンピックに関する知識及びそのネット
ワークが精緻化したと考えられる。
　図 4 に示したテキストマイニングの結果は，

「I’mPOSSIBLE」の実践を通して児童生徒のパラ
リンピックの知識が質的にも変化したと言うこと
ができる。Ａ小学校の実践前ではパラリンピック
に関する表層的な知識が書かれた一方，実践後で
は「I’mPOSSIBLE」で体験し学んだ，ボッチャ
やゴールボールに関する単語や，児童らが実践で
学んだ，「工夫」「投げる」「できる」といった単
語がより中心に，より大きく位置していた。
　Ｂ中学校では，実践前も実践後でも「車いす」
が大きく，より中心に位置した。「車いす」に加
えて，実践前では同時期開催の「オリンピック」，
実践後では生徒らが体験した「ボッチャ」がより
中心に，より大きく位置した。「I’mPOSSIBLE」
の実践を通してこのような変化をもたらしたと考
えられる。
　実践前も実践後も「車いす」がより大きく，よ
り中心に位置したが，この理由は必ずしも同じで
あるとは言えない。なぜなら，この実践を通して
生徒らは，車いすを体験し，物理的なバリアにつ
いて考えを深めたからである。このことは図 4 の
実践後において，「スロープ」や「手すり」，「ま
がりにくい」や「動きにくい」といった単語が，
小さくしかも周辺ではあったものの出現したこと
からもわかる。
　Ｂ中学校では，物理的なバリアの理解に加え
て，さらにＴ 2 の体験談による心のバリアについ
ても考えを深める機会を設けた。ユニバーサルデ
ザイン 2020 関係閣僚会議（2017）は , 心のバリ
アフリーを体現するポイントを 3 点あげたが，そ
の 3 点目は「自分とは異なる条件を持つ多様な他
者とのコミュニケーションを取る力を養い，すべ
ての人が抱える困難や痛みを想像し共感する力を
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培う」としている。Ｔ 2 による体験談によって，
このポイントをふまえた生徒の心のバリアフリー
を進めることができたと考えられる。このこと
は，図 2 の生徒の感想において，「障害があるか
ら助けるではなく，困っていたら助ける」との記
述からもわかる。
　徳田・水野（2007）は，障害理解教育を進める
ポイントは，障害者に関して「知り」，学習や体
験を通して障害者の生活や特性等を自分と対比し
ながら「感じ」「考え」，さらにそのような学習を
繰り返しながら障害に対する自分の「態度を形成
し」，実践的行動へとつなげることである，と述
べている。
　本研究における実践の記述，概念地図の分析，
テキストマイニングの結果は，ボッチャ，ゴール
ボール，車いす等のパラスポーツの体験を通して
児童生徒が「知り」「感じ」「考え」たことを論証
できたと言える。
　さらに瀬戸勇次郎氏との交流体験は，実践校
の児童生徒の「態度を形成し」，実践的行動へと
つなぐことができたと考えられる。Ｂ中学校で
は，生徒会を中心に瀬戸氏との交流会を企画・
実施した。また，Ａ小学校では児童が主体的に
ボッチャ体験の作文を全校放送したり，全校ボッ
チャ大会を企画して実施したりした。これらは

「I’mPOSSIBLE」教材から離れた取り組みであり，
児童生徒の実践的行動につながった結果であると
考えられる。小中学生の発達段階に応じて，障害
があっても生き生きと暮らす共生社会の実現を学
校内で具現化しようと企画した取組であり，児童
生徒が主体的に計画し実施することができた。こ
のように，教師主導の体験活動から児童生徒主体
の自発的活動への発展は，児童生徒の学びを確か
にしていく上で貴重な経験となると考えられる。
　本研究のような実践を今後も学校で継続してい
くためには，活動時間と場を保障し，全ての教職
員が活動の意義を理解することが必要である。そ
して，児童生徒の活動に安易に学習を任せるので
はなく，教師の意図的・計画的な計画及び支援が
必要である。そのためには，教育目標達成のため
の特別支援教育の位置づけを明確にし，小学校で
は 6 カ年，中学校では 3 カ年の年間指導計画を教
科・領域の枠を超えて横断的・総合的に整理する
ことが必要である。その上で，関係学年が，単元
の内容や時期を見直し，児童生徒の発達段階に応
じた適切な学習となるよう計画的に位置づけるこ
とが課題である。
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